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※事務局記入欄 

№ 140 

【様式２】 

エントリー学校名：兵庫県 明石市立 大久保小学校 
活動名：笑顔あふれる学校をめざす ～自ら学ぶ子を育成する大久保魂～ 
解決すべき課題： 
本校は市内で最も広い校区をもつ大規模校である。学級数は４１、児童数は１２００名を越える。一学年
２００名を越え、同学年でも校舎や階が分かれたり、活動場所が限られたりする。その為、他クラスの仲間との
関わりや異学年交流が少なく、人との関わりが苦手と感じる児童が多い。行事や活動に自分から進んで取り組
む児童もいるが、他人に任せ、自分は何もしないという児童もいる。このような現状の解決に向け、教職員の指
導・支援が必要である。しかし、教職員が７０名を越える本校においては、毎年１５名程度の異動者がおり、
同じ方向性で継続し、指導・支援をしていくことに課題があった。 

目標・方針： 
上記の課題を解決する為には、教職員だけでなく、児童も同じ目標に向けて行事や活動に取り組むことが必
要だと考えた。そこで、学校教育目標「笑顔あふれる学校」に向け、教職員・児童で継続した取り組みができな
いかと考えた。まず、研究主題を「自ら学ぶ子の育成」、児童のめざす姿を「みんなの笑顔に向けて主体的に関
わる姿」とし、教職員で共有した。授業の中でも、主体的に学習に取り組む児童の姿をめざすこととした。次に、
全教育活動で取り組むことができるよう、特別活動を軸にした児童を育む視点として『大久保魂』を設定した。
「自分」「周りの人」「とき」「もの」「つながり」のキーワードを、教職員と児童で共有し、これら５つの心を大切に
し、日々の生活を過ごすようにした。 
活動内容： 
年間カリキュラムの学級活動で『大久保魂』のめざす姿を共有し、行事や学期毎にその姿をふりかえる時間を設
けた。（写真１）教職員で年度当初に共有し、学級経営案ともリンクさせ、年間を通し継続して指導できるよ
うにした。（資料１・２・３）また、教職員が実践した成果と課題を交流した。さらに、全教職員と児童で取り
組めるよう、特別教室を含む全教室に、発達段階に応じた大久保魂の図を掲示した。（図１） 
活動の成果： 
・児童が「切りかえを意識して生活しよう」、「使った道具を大切にしよう」、「大久保魂の姿を見つけよう」など、
大久保魂に関連する内容を日々のくらしのめあてとして設定し、ふりかえりを行うことができている。自分達のくら
しの課題に対して、どのように解決すればよいかを考え、主体的に行動する姿や、他クラスの仲間に目を向け、
大久保魂を意識して行動した仲間の頑張りを認める姿が見られようになった。 
・生徒指導にも、大久保魂が活かされた。児童が自分の行動に対して、大久保魂の心でふりかえることによっ
て、自分の行動が周りの仲間に、どのような影響を与えたかに気づき、よりよい行動に改める姿が見られた。 
・年度末の教職員のアンケートには、異動者から、「取組みの内容を捉えやすく、意識して取り組むことができ
た。」という記述があった。ほぼ全ての教職員が『大久保魂』の取組みを理解し、指導・支援できていた。(図 2) 

アピールポイント（アイディアや工夫）： 
2014年度から 7年に渡り、継続して取り組むことができている。大久保魂の具体的な姿を簡単なキーワードに
したことで、教職員も児童も共有できたと捉える。2018 年度、実践の成果と課題交流から、「ことば」を大切に
する心が加わり、2019 年度からは新たな取り組みとして実践している。児童にとっても、大久保小学校の伝統
的な取り組みとして根付いており、転任してきた教職員に紹介する姿も見られた。 

 
 
 
 
 
 
 
 
         写真１  学級活動におけるふりかえりの板書（2019年度 1学期・5年生） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料２  指導・支援の手立て 
 
 
 

資料１  年度当初の共有文書 
 
 
 
 
                                    図１ 大久保魂図（左・低学年 右・高学年）  
 
 
 
 
 
 
         資料３ 学級経営案 
                                         図２  年度末アンケートより  

① 大久保魂の姿を共有する 

② 大久保魂とくらしをつなげる 

③ 価値づける 

④ 習慣化する 
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